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著作権について 

本冊子と表記は、著作権法で保護されている著作物です。
本冊子の著作権は、発行者にあります。
本冊子の使用に関しましては、以下の点にご注意ください。

本契約は黒田和良(以下 甲とする)と使用者(以下 乙とする)との間で交わされるも
のであり、 使用者が本サービスを入手した時点で、本契約に同意したものとす
る。 

■使用許諾契約書 

第一条:本契約の目的 

甲が著作権を有する「セッション攻略シリーズ１But not for me (以下本サービ
ス)」 に含まれる知的情報を、 本契約に基づいた上で、使用者に非独占的な使用
を許可するもので ある。 

第二条:複製・コピー・二次使用の禁止 

本サービスに含まれる一切の情報は著作権によって保護されているものとする。 

本サービスの一部、または全部を弊社に対して書面による事前の許可を得ず
に、 複製・コピー・転載・インターネット上での公開を含むいかなる手段であっ
ても、 二次使用を禁止する。 

第三条:契約の解除 

乙が本契約の第二条に違反したことが発覚した場合、甲は通達無しに当使用許諾
許契約を 解除できるものとする。 

第四条:損害賠償および免責事項
乙が本契約の第二条に違反したことが発覚した場合、乙は本契約の解除に関わら
ず、 甲に対して、違約金として一律三百万円の損害賠償を支払うものとする。 た
だし、実際に生じた損害が上記違約金額を上回る場合には、実際に生じた損害の
賠償を請求 
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できる。 なお、本サービスはその効果を保証するものではなく、本サービスを
実践したことによって発生した

 いかなる損害に対しても、甲は一切責任を負うものではない。
 本サービスの実践は、全て使用者の自己責任で行うこととする。

第五条:禁止事項 

乙の本サービスの利用にあたって以下の行為を禁止する。 乙がこれらの禁止行
為を行った場合、甲は当該使用者の利用を停止し、 甲が被った損害の賠償を請
求する場合がある。また、乙は本サービスに関する全ての利益を 失うものとす
る。 

  ・本規約に反する行為
  ・法律・規則・条令等の制定法に反する行為
  ・本サービスの仕組みや機能を使ったスパム行為外で利用する行為
  ・本サービスの運営を妨げる行為
  ・本サービスのシステムに負荷を与える可能性のある一切の行為
  ・その他、不適切であると判断する行為

第六条:使用者のデータの保存について 

乙は、本サービスでの利用に付随して作成したデータなどについて、 自己の責任
において保存するものとする。 甲サーバー側では、これらのデータの保存内容に
ついて保証しないものとし、 乙は甲に対し、本サービスで保存するデータの消
失やサーバーの稼動停止により クレーム、紛争、損害賠償の請求などが起こっ
た場合の損害、 責任について一切を免責するものとする。 

第七条:本サービスの終了
甲は、本サービス及び本サービスの一部を終了することができるものとする。 

また、本サービスを終了した場合に乙に対して甲は本サービスの終了に伴う 損
害、損失、その他の費用の賠償または 補償を免れるものとする。 

第八条:規約の改訂について
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甲は、法令等の制定、変更、廃止などの理由により、使用者への了解を得ること
なく 本規約を変更できるものとする。 この場合、変更後の規約は本サービスの
Webサイト上に表示した時点より効力を生じるものと 

する。 

第九条:準拠法・裁判管轄
本規約は、日本法に従って解釈され、弊社と使用者との紛争については、 静岡地
方裁判所浜松支部 浜松簡易裁判所を第 1 審の専属的合意管轄裁判所 とする。  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はじめに 
ジャズを覚えるにはジャムセッションに参加するのが一番です。 

【ジャムセッション＝ミュージシャンが集まって。リードシートとい
う譜面を見ながら、アドリブでぶっつけ本番で合わせながら演奏する
事。またはそういった場のこと】 

とはいえ、ジャムセッションに行くまでに準備しておかなければなら
ない事がたくさんあります。 

特にドラムはリズムが狂うと他のプレイヤーに迷惑をかけてしまいま
すし、アドリブとはいえ、曲毎に知っておかなければいけない事が沢山
あります。 

こういった事は私は現場で怒られながら覚えてきました。 

若い時にこういうのをまとめた教材がないのかな、、、と思いました
が、そういった教材には巡り会いませんでした。 

私の生徒もジャムセッションに挑戦しては、他のプレイヤーに沢山ア
ドバイスを受けて帰ってきます。 

他のプレイヤーはドラムの事がわかっている訳ではないので、抽象的
なアドバイスを受けるので、余計に混乱してしまいます。 

そんな混乱ができるだけ起こらないように本教材では抽象的に思える
部分もしっかり解説しています。 

本書はシリーズ１ですが、一つの曲を１００点に近づけるよりも、多
くのスタイルを６０点で演奏できるほうが必ずドラマーとして需要が高
くなります。ざっと通せるようになったら、どんどん曲を覚えてくださ
い。 
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音源・動画ページへのアクセス 
インフォートップのマイページよりPDFをダウンロードすると 

登録URLがあります。そのページにアクセスいただき登録くだされば 

メールで教材ページとパスワードが送られてきます。 

PDFに別の特典などの掲載もありますので 

ご利用ください。 

どうしてもわからない方は 

直接 

admin@ks-presents.com 

までメールくだされば、対応いたします。 
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教材の説明 
この教材では 

以下のような譜面で解説します。 

上の段のリズムはギターやベースのリズムが表記されています。 

ジャズは相手のフレーズによってドラムのフレーズが変わってきます
から、相手のフレーズも一緒に歌って演奏する練習をしましょう！ 

繰り返しているうちに、フレーズが予測できるようになったり、アド
リブに対してのドラムのフレーズ が自動的に頭に浮かぶ様になってきま
す。 

青で書かれた文章は全ステージ共通の内容ですので、コンプリート版
の方は重複した内容になります。「全てのチャプターで重要な内容」と
いうことになります。 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Stage1 
Week1 テーマのコンピング 
【コンピング 】日本ではよくバッキングといいます。バック（後
ろ）に回って演奏する。という意味です。 

ジャズではアドリブと共に会話しながら進めるため、Comp（仲間と
か会社）の進行形でコンピング と呼びます。 

ロックやポップスドラムではリズムだけですが、ジャズはリズムを刻
む事と合いの手を入れる事、両方含めてコンピングと呼びます。 

Stage1では基本はリズムを刻んでいるだけで構いません。 

スティックの演奏ではNod（頷き）１だけはいっていますが、これも
省略してかまいません。 

合いの手は入れた方がいいですが、 

テンポがくずれるのが一番メンバーに迷惑をかけます。 

どんなに良いフレーズで加点しても、テンポがくずれると
マイナスが大きいので、総合でマイナスとなってしまいま
す。 
まずはリズムをキープして、段落を区切っていくことに専念しましょ
う！段落は最初のシンバルとバスドラムです。パラグラフと呼びます。 

テーマ（メロディ）の部分の演奏の解説です、最初と最後にでてきま
すので、イントロ・エンディングもやってしまいます。 
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イントロから　テーマ 前半 

テーマ後半 

ブレイクする場所は歌ってると気づく様になります。 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後テーマの前半 

後テーマの後半とエンディング 
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ブラシの頷きは難しいので、リズムのキープに徹しましょう！ 

スティックでの演奏の頷きはなれると比較的習得しやすいので、余力
があれば是非やってみてください。とてもジャズらしくなります。 

このステージでは 

リズムは基本決め打ちで演奏します。 

後テーマのHHオープンク
ローズはこちらの表記のイ
メージです。 

最初は小節数を数えて演奏してもいいのですが、 

できれば一緒にメロディーを歌って、「こういうメロディーが来たら
ブレイクする。」などの音楽的感覚をみにつけましょう！ 

実際のセッションではアドリブがずれたりする事は多々おこります。 

小節数だけを頼りに演奏してしまうとこういったずれに対応できませ
ん。 

逆にメロディーに対してのリズムの動きを体で覚えていれば、いろん
な曲で対応できるようになります。 

上にメロディーのリズムが書いてありますので一緒に歌って演奏する
癖をつけましょう！ 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Week2 アドリブのコンピング 
アドリブ全体図 

ギターアドリブ１ 
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ギターアドリブ２ 

ギターアドリブ３ 
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ベースアドリブ 

ステージ１ではバスドラムはパラグラフのシンバルの時以外は使用し
ません。 

８小節毎にフィルをいれてシンバルとバスドラムいれてパラグラフを
作りましょう！ 

アドリブの時のコンピング 組み立てでした 

今回は３コーラスでしたが本番では５・１０コーラスと続く事が多い
です。手持ちの札を用意しておかないと最初に盛り上がって頭打ちにな
る事が多いです。１、２コーラスはじっと我慢するというのがコツで
す。 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Week3 ドラムソロの組み立て 
ジャズではドラムソロがコーラスの中で回ってきます 

今回は８バースというギターと８小節づつ交互に演奏するというものl
です。ドラムソロの間も演奏のコードは進行していきます。 

この曲だと８小節２回で１コーラスという流れになります。 

実際のセッションではこの倍数でソロが回ってきますので、４、６、
８回演奏する事になります。 

今回は1コーラスで２回まわってくる形で演奏します。 

ドラムソロ１ 

© 2019 黒田和良   19



ドラムソロ２ 

ワードAを使用します。 
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ドラム譜 
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© 2019 黒田和良   27



 

 28 © 2019 黒田和良



Stage2 
Week1 テーマのコンピング 
【コンピング 】日本ではよくバッキングといいます。バック（後
ろ）に回って演奏する。という意味です。 

ジャズではアドリブと共に会話しながら進めるため、Comp（仲間と
か会社）の進行形でコンピング と呼びます。 

ロックやポップスドラムではリズムだけですが、ジャズはリズムを刻
む事と合いの手を入れる事、両方含めてコンピングと呼びます。 

Stage2では基本リズムをビッグ４を使用します 

バスドラムを１、３拍に踏むのをベースにしますが２小節目の４拍表
も踏みます。 

パラグラフは１表のシンバルはビッグ４のバスドラムがありますの
で、省略します。 

頷きは歌を歌いながら演奏して、いれたいなと思ったところに１・３
裏をいれます。 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イントロから　テーマ 前半 

テーマ後半 

ブレイクする場所は歌ってると気づく様になります。 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後テーマの前半 

後テーマの後半とエンディング 

エンディングの最後は４裏で終わっています。１表になっても問題あ
りません。 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ブラシの頷きを積極的にいれていきましょう！ 

後テーマのHHオープンク
ローズはこちらの表記のイ
メージです。 

最後のフェルマータではシンバルとバスドラムを連打して 

最後に「のび太くんフレーズ」で終わっています。 

スネア（右手）ハイタム（左手）フロアタム（右手）バスドラム 

という手順で「のび太くん」と聞こえるように演奏します。 

この手順ですれば手の交差がないので速く叩けます。 

バスドラムに向かうフレーズなので、終わった感じを演出できます。 

最初は小節数を数えて演奏してもいいのですが、 

できれば一緒にメロディーを歌って、「こういうメロディーが来たら
ブレイクする。」などの音楽的感覚をみにつけましょう！ 

実際のセッションではアドリブがずれたりする事は多々おこります。 

小節数だけを頼りに演奏してしまうとこういったずれに対応できませ
ん。 

逆にメロディーに対してのリズムの動きを体で覚えていれば、いろん
な曲で対応できるようになります。 

上にメロディーのリズムが書いてありますので一緒に歌って演奏する
癖をつけましょう！ 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Week2 アドリブのコンピング 
アドリブ全体図 

ギターアドリブ１ 
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ギターアドリブ２ 

ギターアドリブ３ 
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ベースアドリブ 

ステージ２ではテーマの時と同じようにビッグ４で演奏します。 

パラグラフはテーマと同じくシンバルで区切らずバスドラムに解決す
るイメージでフィルだけいれます。フィルも頷きに変えても大丈夫で
す。 

パラグラフは進行形、終止形は予測しつつあわせにいくのですが、こ
れはずれても音楽的には何も問題ないです。なので、あったらイエイだ
し、ずれても気にせずに次のフレーズを狙いに行きましょう！ 

ベースソロに行った場合はハイハットのクローズにいきます。オープ
ンクローズでもいいのですが、ベースソロの時はうるさく聞こえる事が
おおいです。 
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最初にクラッシュして、裏拍（２拍目か4拍目）からもどるのであれ
ば、２小節目以降になっても大丈夫ですので慌てずに裏からはいりま
しょう！表から戻るとリズムが一旦止まってしまう感じがします。 

アドリブの時のコンピング 組み立てでした 

今回は３コーラスでしたが本番では５・１０コーラスと続く事が多い
です。手持ちの札を用意しておかないと最初に盛り上がって頭打ちにな
る事が多いです。１、２コーラスはじっと我慢するというのがコツで
す。 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Week3 ドラムソロの組み立て 
ジャズではドラムソロがコーラスの中で回ってきます 

今回は８バースというギターと８小節づつ交互に演奏するというものl
です。ドラムソロの間も演奏のコードは進行していきます。 

この曲だと８小節２回で１コーラスという流れになります。 

実際のセッションではこの倍数でソロが回ってきますので、４、６、
８回演奏する事になります。 

今回は1コーラスで２回まわってくる形で演奏します。 

ドラムソロ１ 
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ドラムソロ２ 

 

ワードABCを使用します。 
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３つのワードとシンコペーションベーシックのリズムを組み合わせて
フレーズを作成する。 

そのフレーズを繰り返しているうちに新しいフレーズが思い浮かんで
きて展開する。というのが最初にトライすると音楽的に良いドラムソロ
がとれると思います。 

展開し続けるというのも、もちろん素晴らしいのですが、そうなると
ボキャブラリーが非常に沢山なければいけません。 

良い役者さんというのは、沢山言葉を知ってる役者さんでしょうか？ 

「ありがとう」とか「さよなら」という単純な言葉をいかに表現する
か？というところにあるのだと思います。 

もちろんボキャブラリーの蓄積も大事ですが。 

どのタイミングでどの言葉を使うのか？相手の言葉から何
を選ぶのか？というのが大切です。 
単純そうに見えますが、この方が早く観客の心に残るドラミングにな
りやすいのです。 

色々書き出して、音を出してためしてみましょう！ 
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ドラム譜 
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Stage3 
Week1 テーマのコンピング 
【コンピング 】日本ではよくバッキングといいます。バック（後
ろ）に回って演奏する。という意味です。 

ジャズではアドリブと共に会話しながら進めるため、Comp（仲間と
か会社）の進行形でコンピング と呼びます。 

ロックやポップスドラムではリズムだけですが、ジャズはリズムを刻
む事と合いの手を入れる事、両方含めてコンピングと呼びます。 

Stage3では基本リズムをビッグ４を使用します 

バスドラムを１、３拍に踏むのをベースにしますが２小節目の４拍表
も踏みます。これをやりながら頷きもいれていきましょう！ 

ビッグ４は省略してかまいません。譜面では省略している場所はかき
だしてあります。 

バスドラムのシンコペーションを段落の手前にいれるのもこの章から
になります。 

後テーマはベースのペダルにフレーズを合わせています 
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イントロから　テーマ 前半 

テーマ後半 
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後テーマの前半 

後テーマの後半とエンディング 
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最後のフェルマータではシンバルとバスドラムを連打して 

最後に「のび太くんフレーズ」で終わっています。 

スネア（右手）ハイタム（左手）フロアタム（右手）バスドラム 

という手順で「のび太くん」と聞こえるように演奏します。 

この手順ですれば手の交差がないので速く叩けます。 

バスドラムに向かうフレーズなので、終わった感じを演出できます。 

その後に更にバスドラムと　タドンword Aを入れています。 

最初は小節数を数えて演奏してもいいのですが、 

できれば一緒にメロディーを歌って、「こういうメロディーが来たら
ブレイクする。」などの音楽的感覚をみにつけましょう！ 

実際のセッションではアドリブがずれたりする事は多々おこります。 

小節数だけを頼りに演奏してしまうとこういったずれに対応できませ
ん。 

逆にメロディーに対してのリズムの動きを体で覚えていれば、いろん
な曲で対応できるようになります。 

上にメロディーのリズムが書いてありますので一緒に歌って演奏する
癖をつけましょう！ 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Week2 アドリブのコンピング 
アドリブ全体図 

ギターアドリブ１ 
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ギターアドリブ２ 

ギターアドリブ３ 

© 2019 黒田和良   53



ベースアドリブ 

ステージ3ではアドリブコンピング １コーラス目はテーマの時と同じ
ようにビッグ４で演奏します。 

パラグラフはテーマと同じくシンバルで区切らずバスドラムに解決す
るイメージでフィルだけいれます。バスドラムのシンコペーションもい
れましょう！ 

このステージからは小節や拍単位で相手のフレーズに反応できるよう
にしていきます。コールアンドレスポンスの受け答えはこういった部分
で最適なパターンです。有名なコールアンドレスポンスなので、瞬時に
体が反応するようになるまで歌いながらドラムを叩いて、体に覚え込ま
せましょう！ 

アドリブ３コーラス目は相手のフレーズを待って反応するのではな
く、こちらも同時に歌を歌いながら相手のパラグラフなどのポイントを
合わせていくというやり方になります。 
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ベースソロはこのステージからブラシに持ち替えます。ハイハットク
ローズよりも、ブラシの方がベースソロにマッチする事が多いです。 

持ち替えるのは頭にクラッシュしてハイハットを踏んでいればどこか
ら帰っても大丈夫ですので、慌てずに対処しましょう！ 

受け答えを自由にやっていきましょう！ 

ここを自由にすると多くの人がなりがちなのは１・２小節毎にバスド
ラムを小節の頭に踏んでしまいます。特にロックドラムは小節の頭にバ
スドラムを踏むのが通常ですので、ロックドラム経験者はみななってし
まいます。 

でも小節の頭のバスドラムはパラグラフです。小節毎に段落をつける
とアドリブは遮られてやりにくくなってしまいます。 

ジャズドラムでは小節の頭にバスドラムを踏む事はパラグラフ以外で
ほとんどありません。ここらあたり気をつけて練習しましょう！ 

アドリブの時のコンピング 組み立てでした 

今回は３コーラスでしたが本番では５・１０コーラスと続く事が多い
です。手持ちの札を用意しておかないと最初に盛り上がって頭打ちにな
る事が多いです。１、２コーラスはじっと我慢するというのがコツで
す。 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Week3 ドラムソロの組み立て 
ジャズではドラムソロがコーラスの中で回ってきます 

今回は８バースというギターと８小節づつ交互に演奏するというものl
です。ドラムソロの間も演奏のコードは進行していきます。 

この曲だと８小節２回で１コーラスという流れになります。 

実際のセッションではこの倍数でソロが回ってきますので、４、６、
８回演奏する事になります。 

今回は1コーラスで２回まわってくる形で演奏します。 

ドラムソロ１ 
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ドラムソロ２ 

 

ワードABCDを使用しています。 
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４つのワードと３連を手手足の手順でスネア、タムなどで場所を変え
ながら叩いてフレーズをつくっています。シンコペーションベーシック
のフレーズなども織り交ぜます。 

ギターの３連のフレーズからこの手手足のフレーズを受けています。 

フレーズのシンコペーションした後はワードDで受けます。 

最後のフレーズは音量があがりすぎたので、細かい音符で音量を下げ
て調整しています。 

８小節目のシンコペーションのキメに向かってフレーズを作って、
テーマに戻っています。 
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ドラム譜 
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Week1 テーマのコンピング 
【コンピング 】日本ではよくバッキングといいます。バック（後
ろ）に回って演奏する。という意味です。 

ジャズではアドリブと共に会話しながら進めるため、Comp（仲間と
か会社）の進行形でコンピング と呼びます。 

ロックやポップスドラムではリズムだけですが、ジャズはリズムを刻
む事と合いの手を入れる事、両方含めてコンピングと呼びます。 

Stage4では基本リズムをビッグ４を使用します。 

バスドラムを１、３拍に踏むのをベースにしますが２小節目の４拍表
も踏みます。これをやりながら頷きもいれていきましょう！ 

ビッグ４は省略してかまいません。譜面では省略している場所はかき
だしてあります。 

バスドラムのシンコペーションを段落の手前にいれたりします。フィ
ルインの様な効果がありますが、使う音色がリズムと同じなので、大げ
さにならない感じになります。 

この章からはハイハットのスプラッシュ奏法をとりいれて、ブラシで
シンバルを叩かずに、コンパクトな演奏になるようにします。 

大きな頷き部分にラフを入れる事によってスピード感をだしていま
す。 

後テーマはベースのペダルにフレーズを合わせています。 
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イントロから　テーマ 前半 

テーマ後半 
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後テーマの前半 

後テーマの後半とエンディング 
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ブラシで入ってブラシで終わる方が音楽的には理にかなっているの
で、この章では後テーマもブラシに持ち替えます。 

最後の音のフェルマータでシンバルとバスドラムの連打で伸ばしてス
ネアでリタルダンド、最後はスティックがフロアにあったのでのび太く
んフレーズは使わずにスネア上でのび太くんフレーズを演奏していま
す。 

最初は小節数を数えて演奏してもいいのですが、 

できれば一緒にメロディーを歌って、「こういうメロディーが来たら
ブレイクする。」などの音楽的感覚をみにつけましょう！ 

実際のセッションではアドリブがずれたりする事は多々おこります。 

小節数だけを頼りに演奏してしまうとこういったずれに対応できませ
ん。 

逆にメロディーに対してのリズムの動きを体で覚えていれば、いろん
な曲で対応できるようになります。 

上にメロディーのリズムが書いてありますので一緒に歌って演奏する
癖をつけましょう！ 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Week2 アドリブのコンピング 
アドリブ全体図 

ギターアドリブ１ 
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ギターアドリブ２ 

ギターアドリブ３ 
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ベースアドリブ 

ステージ４ではアドリブコンピング １コーラス目はテーマの時と同
じようにビッグ４で演奏します。 

パラグラフはテーマと同じくシンバルで区切らずバスドラムに解決す
るイメージでフィルだけいれます。バスドラムのシンコペーションもい
れましょう！この章ではテーマの時のようにスプラッシュ奏法やラフも
うまくとりいれましょう！ 

ソロに入った時２ビートと目星をつけたのにベースが４ビートに行っ
た場合は１、３のバスドラムをやめると上手くいきます。 

２コーラス目に行く前のブレイクでスティックに持ち替えてスナッ
ピーもいれましょう！ 

小節や拍単位で相手のフレーズに反応できるようにしていきます。
コールアンドレスポンスの受け答えはこういった部分で最適なパターン
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です。有名なコールアンドレスポンスなので、瞬時に体が反応するよう
になるまで歌いながらドラムを叩いて、体に覚え込ませましょう！ 

２コーラス目前半で盛り上がりすぎたので、後半はリム４で一旦抑え
て落ち着けています。 

太鼓で長い音符を表現するのにプレスロールを使います。 

アドリブ３コーラス目は相手のフレーズを待って反応するのではな
く、こちらも同時に歌を歌いながら相手のパラグラフなどのポイントを
合わせていくというやり方になります。 

シンコペーションの連続や連鎖を使うとシンバルが多くなるので盛り
上がりやすいです。 

ベースソロはこのステージからブラシに持ち替えます。ハイハットク
ローズよりも、ブラシの方がベースソロにマッチする事が多いです。 

持ち替えるのは頭にクラッシュしてハイハットを踏んでいればどこか
ら帰っても大丈夫ですので、慌てずに対処しましょう！この章では８小
節あけています。 

ベースのソロではランニングをしているベースがないので、ブレイク
が上手くハマることが多いです。２段目でブレイクを使っています。 

最後のブレイクは早めにブレイクしてロールをいれて盛り上げていま
す。 

どこにも向かわない音は入れないというのがポイントで
す。コンピングも相手の音も交えて、フレーズをつなげてい
くというのが大事です。 
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アドリブの時のコンピング 組み立てでした 

今回は３コーラスでしたが本番では５・１０コーラスと続く事が多い
です。手持ちの札を用意しておかないと最初に盛り上がって頭打ちにな
る事が多いです。１、２コーラスはじっと我慢するというのがコツで
す。 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Week3 ドラムソロの組み立て 
ジャズではドラムソロがコーラスの中で回ってきます 

今回は８バースというギターと８小節づつ交互に演奏するというものl
です。ドラムソロの間も演奏のコードは進行していきます。 

この曲だと８小節２回で１コーラスという流れになります。 

実際のセッションではこの倍数でソロが回ってきますので、４、６、
８回演奏する事になります。 

今回は1コーラスで２回まわってくる形で演奏します。 

ドラムソロ１ 
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ドラムソロ２ 

 

ワードABCDを使用しています。 
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４つのワードと３連を手手足の手順でスネア、タムなどで場所を変え
ながら叩いてフレーズをつくっています。シンコペーションベーシック
のフレーズなども織り交ぜます。 

ワードDは最後のシンコペーションの音にシンバルをいれています。
［four]のような形ですね。 

ギターの３連のフレーズからこの手手足のフレーズを受けています。 

3拍フレーズなどを使った後は最後の小節で拍の頭がわかりやすいも
のをいれた方が他のメンバーがリカバーしやすいです。もちろんあえて
難しいまま突入するのも快感ですが！ 

音を替えるのにバスドラやハイハットを踏む奏法なども使うとバリ
エーションが増えます。 

シンプルなフレーズはロールにしたりラフをいれると複雑になりま
す。 

クールジャズでは同じフレーズは繰り返したりしない！というコンセ
プトがあったりしますが、 

フレーズを繰り返すのは作曲法の基本ですので、相手のフ
レーズからの引用や、思いついたフレーズを繰り返していく
うちに次のフレーズが浮かんできて作成していくというのが
王道です。 
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ドラム譜 
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さいごに 
以上の３つのパートを１週間づつを目標で練習すれば 

この曲が演奏できるようになります。 

勿論目安ですから、もっと時間をかけていただいてもいいですし、1
日でやってしまってもかまいません。 

大事なのは音楽を楽しみながら演奏する事です。 

是非付属のマイナスワンと一緒に演奏して楽しんでください！ 

このマイナスワンでは、よくあるアドリブのフレーズを沢山いれても
らうようにお願いしました。 

アドリブは自由なんですが、こうきたらこう！のようなフレーズが沢
山存在します。 

ギターのリズム譜がつけてありますから、演奏をする時に一緒にギ
ターやベースのフレーズを歌って演奏しましょう！ 

ジャズドラムは音楽力です！技術よりも、そういった音楽のよくある
やりとりを多く知っておく事によって、演奏も楽しめるし、受け答えも
楽しめるようになるのです。 

これを機にこの曲のいろんなパージョンをYouTubeなどできいてみみ
て、受け答えなんかを発見してください！どんどんジャズが好きになり
ますよ！ 

ただし最初にも書きましたがドラムはリズムが狂うと失点８０点くら
いです。どんなに受け答えが５、１０点で加点していてもリズムが狂う
と失点が大き過ぎます。 

リズムキープをしながらできる事を少しづつおぼえていきましょう！ 

ありがとうございました！ 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ドラム譜 
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ブランク譜面 
自分のフレーズを書き込んで使用ください！ 
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